
全
日
赤

全
医
労

国
共
病
組

全
労
災

岐
阜

全
日
赤
沖
縄
は
、
4
月
3
日
の

お
昼
休
み
に
新
人
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。
沖
赤
労
組
委
員
長
が
10

分
で
組
合
説
明
を
行
い
、
そ
の
あ

と
青
年
役
員
か
ら
加
入
の
呼
び
か

け
と
、
今
年
の
全
国
ア
ク
ト
実
行

委
員
メ
ン
バ
ー
の
青
年
役
員
か
ら

も
「
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し

ょ
う
。
8
月
の
ア
ク
ト
に
も
一
緒

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ピ
ー

ル
。
参
加
者
40
人
中
12
人
が
そ
の

場
で
加
入
し
ま
し
た
。

全
医
労
Ａ
支
部
は
、
4
月
3
日

に
組
合
説
明
会
を
開
催
。
参
加
し

た
新
人
看
護
師
43
人
中
42
人
が
加

入
し
ま
し
た
。
秘
訣
は
、
多
く
の

先
輩
看
護
師
・
副
師
長
か
ら
の
歓

迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
布
資
料
に
入

れ
紹
介
し
た
こ
と
と
、
「
医
療
事

故
カ
ー
ド
」
と
「
加
入
届
」
を
説

明
し
な
が
ら
記
入
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
で
加

入
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
バ
ラ
の
花
と
お
菓
子
、
飲
み

物
も
用
意
し
、
加
入
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

割
引
チ
ケ
ッ
ト
も
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

国
共
病
組
東
海
支
部
は
、
4
月

4
日
の
新
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
昼
休
み
15
分
を
使
い
、
組
合
説

明
会
を
実
施
。
新
人
14
人
に
対

し
、
先
輩
が
12
人
参
加
し
て
新
人

の
不
安
に
応
え
ま
し
た
。
組
合
説

明
は
青
年
役
員
が
短
く
行
い
、
そ

の
場
で
9
人
と
そ
の
後
の
休
憩
で

1
人
、
研
修
終
了
後
に
も
1
人
の

合
計
11
人
が
組
合
加
入
し
ま
し

た
。
青
年
役
員
の
協
力
を
力
に
組

織
数
は
大
き
く
前
進
で
す
。
今
後

は
、
医
労
連
共
済
の
説
明
会
を
複

数
回
設
定
し
、
新
人
1
0
0
％
加

入
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

全
労
災
釧
路
支
部
は
、
新
歓
に

向
け
、
新
人
へ
の
「
手
紙
」
「
新

歓
グ
ッ
ズ
」
「
お
菓
子
の
詰
め
合

わ
せ
」
な
ど
事
前
準
備
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
説
明
会
は
、
1
週
間

か
け
て
、
部
署
ご
と
に
組
合
事
務

所
に
来
て
も
ら
い
実
施
し
て
い
ま

す
。
掲
示
板
に
は
「
入
職
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
案
内
チ
ラ

シ
を
貼
付
し
、
組
合
事
務
所
の
ド

ア
に
は
「
新
人
歓
迎
会
会
場
」
と

案
内
を
出
し
、
こ
れ
ま
で
執
行
部

役
員
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
組
合

説
明
は
青
年
部
に
任
せ
、
役
員
も

フ
ォ
ロ
ー
に
入
り
な
が
ら
21
人
中

16
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
民
医
労
は
4
月
3
日
の
新

人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
新
人

23
人
が
参
加
し
、
11
人
が
組
合
加

入
し
ま
し
た
。
組
合
員
は
7
人
が

参
加
。
当
日
ま
で
育
休
の
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
の
看
護
師
が
「
明
日
か
ら

復
帰
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
「
先

輩
も
入
っ
て
い
ま
す
」
「
休
職
に

は
共
済
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
ア
ピ

ー
ル
し
加
入
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

坂
本
龍
一
さ
ん

が
3
月
28
日
に
亡

く
な
っ
た
。
�
坂

本
龍
一
�
と
言
え

ば
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
そ
し

て
、
「
ラ
イ
デ
ィ

ー
ン
」
。
小
さ
い

頃
の
記
憶
し
か
な
い
。
「
戦
場
の

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
や
「
ラ
ス

ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
の
方
が
な
じ
み

あ
る
▼
坂
本
さ
ん
の
訃
報
は
、
大

手
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
さ
れ
た

が
、
ほ
と
ん
ど
は
音
楽
家
と
し
て

の
功
績
を
伝
え
る
の
み
。一
方
で
、

坂
本
さ
ん
が
情
熱
を
注
い
だ
、「
戦

争
反
対
」
「
脱
原
発
」
、
そ
し
て

「
環
境
」
、
こ
れ
ら
の
社
会
活
動

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
伝
え
て
い

な
い
。
わ
た
し
が
知
る
限
り
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
23
が
伝
え
て
い

た
。
報
道
の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ

（
2
0
2
2
）
71
位
の
日
本
の
本

領
発
揮
だ
▼
2
0
1
2
年
「
さ
よ

な
ら
原
発
10
万
人
集
会
」
で
、
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
片
手
に
「
電
気
の
た

め
、
な
ぜ
命
を
」
と
挨
拶
し
た
坂

本
さ
ん
。
わ
た
し
も
定
期
大
会
の

報
告
で
紹
介
し
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
ガ
ン
が
坂
本
さ
ん
の
身
体
を

侵
し
尽
く
し
て
い
る
時
に
も
神
宮

の
森
を
守
れ
と
抗
議
し
て
い
た
。

「
先
人
が
1
0
0
年
を
か
け
て
守

り
育
て
て
き
た
貴
重
な
神
宮
の
樹

々
を
犠
牲
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
小
池
都
知
事
に
手
紙
を

書
い
た
こ
と
に
は
頭
が
下
が
る
。

し
か
し
、
小
池
都
知
事
は
「
事
業

者
に
手
紙
を
だ
せ
ば
い
い
の
で

は
」
と
他
人
事
。
こ
れ
が
日
本
の

首
都
、
東
京
の
知
事
と
は
…
▼
坂

本
さ
ん
の
遺
志
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
、
現
在
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち

の
役
目
で
は
…
。
久
々
に
「
戦
場

の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
聴
き

な
が
ら
お
酒
で
も
飲
も
う
か
。

全医労

（4月10日
報告時点）（4月10日
報告時点）

各地から拡大報告ぞくぞくと!!

全国で2300人突破全国で2300人突破

全日赤全日赤

国共病組国共病組

“新人加入100％”23新歓元気にスタート

先輩たちも大勢参加し、丁寧な対話が加入に
つながりました

新人歓迎会や説明会が全国で一斉に始ま
りました。春の新人拡大は、現勢を左右す
る重要な取り組みです。全国から寄せられ
た説明会の様子をご紹介します。

岐阜民医労は毎年手作りの
メッセージカードで新人さ
んを歓迎しています

岐阜岐阜

全医労全医労

全労災全労災

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間１，５００円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）１１２３２９６

郵便振替00160-6-84866
ホームページ http ://www. irouren.or. jp/
電子メール n-ask@irouren.or. jp 医療・介護・福祉労働者の生活と権利、国民の命と健康を守る
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医療研は参加者みなさんの日頃の実践や調査・研究活動等に基
づく「レポート」を中心とした討論によって進められます。多く
のご参加と「レポート」応募をお待ちしています。
【参加申し込み】医療研究全国集会ホームページより

オンライン申込限定
４月１０日（月）～６月１１日（日）
※宿泊申し込み締め切り ６月５日（月）
※締め切り後は当日現地受付のみ（その場合は定員の都合上、
ご希望の分科会に参加できない可能性があります）
※分科会及び食文化交流会は定員になり次第受付終了

【全体会のオンライン視聴について】
全体会のオンライン視聴は、集会２日目（６月２５日１０：００～

２３：５９の間、オンデマンド（YouTube 予定）配信を予定します。
視聴用ＵＲＬは、申込みのあった人にメールで連絡します。

【レポート募集】
受付期間…４月１日（土）～５月２１日（日）
送付形式…図表含みA4版２ページまで（１ページ４０行／１行４０

字・文字ポイント１１・明朝体）
Word ソフトで作成、それ以外はPDF変換（ホーム
ページに「レポートひな形」〈Word〉あります）

送付方法…医療研究全国集会のホームページに入り、「レポー
ト提出・送付」の案内に従って必要事項を記入し、
レポートを添付して送信ボタンを押してください。
（受付完了メールが自動返信されます。受付完了メ
ールが届かない場合は、メールアドレスを再度確認
してください）

注意事項…レポートを提出される方は、先に分科会参加登録を
済ませてから、レポート提出をお願いいたします。
レポート提出者は、当日参加が原則です。

【医療研究全国集会ホームページ】https : //iryoken.jp/
【問い合わせ】
第５０回医療研究全国集会 in 山形組織委員会事務局
（０３―３８７５―５８７１）

【詳細】医労連発第１８４号参照してください。

春闘は回答引き上げゾーンを終えまし
たが、昨年実績と比較すると昨年より下
という回答が多い状況です。決着ゾーン
に向けて諦めず行動し、前進を勝ち取り
ましょう。

続
・
春
闘
回
答
集
約
状
況

23
春
闘
で
の
賃
上
げ
要
求
に
対

す
る
、
3
月
31
日
時
点
の
回
答
集

約
状
況
は
、
1
8
2
組
合
（
37
・

4
％
）
が
回
答
を
引
き
出
し
、
そ

の
う
ち
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
回
答
は
43

組
合
（
昨
年
同
時
期
2
1
0
組
合

・
ベ
ア
30
組
合
）
、
定
期
昇
給
含

む
パ
ー
ト
の
賃
上
げ
回
答
は
74
組

合
で
、
ベ
ア
回
答
は
35
組
合
で
す

（
昨
年
同
時
期
66
組
合
・
ベ
ア
21

組
合
）
。
回
答
額
平
均
で
は
、
ベ

ア
1
4
2
4
円
、
基
本
給
（
定
昇

込
）
5
1
1
4
円
、
全
体
（
手
当

込
）
5
2
2
8
円
と
な
り
、
昨
年

最
終
到
達
と
比
べ
基
本
給
で
1
3

2
円
、
全
体
で
1
5
9
円
上
回
る

到
達
と
な
っ
て
い
ま
す
。
3
月
23

日
時
点
の
国
民
春
闘
共
闘
と
比
較

す
る
と
、
賃
上
げ
額（
単
純
平
均
）

で
1
2
0
9
円
低
く
、
賃
上
げ
比

率
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
38
％
で
し
た
。

産
別
統
一
闘
争
へ
の
結
集

3
月
31
日
ま
で
に
報
告
の
あ
っ

た
産
別
統
一
闘
争
へ
の
結
集
状
況

は
、
要
求
提
出
2
7
8
組
合
57
・

1
％
（
昨
年
最
終
60
・
0
％
）
、

回
答
指
定
日
の
回
答
引
き
出
し
1

7
0
組
合
34
・
9
％
（
同
22
・
6

％
）
、
ス
ト
権
確
立
4
6
2
組
合

49
・
7
％
（
同
47
・
6
％
）
、
統

一
行
動
3
6
9
組
合
39
・
7
％
、

1
0
3
9
9
人
（
同
25
・
2
％
、

9
1
8
7
人
）
の
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

春
闘
は
後
半
を
迎
え
、
決
着
ゾ

ー
ン
（
4
月
24
日
〜
28
日
）
に
入

り
ま
す
。
回
答
が
得
ら
れ
て
い
な

い
場
合
は
引
き
続
き
粘
り
強
く
交

渉
を
行
い
、
必
ず
何
ら
か
の
前
進

を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

労
使
協
定
を
結
び
ま
し
ょ
う

看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価
料
や

介
護
職
員
等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支

援
加
算
は
「
賃
金
改
善
の
合
計
額

の
3
分
の
2
以
上
は
、
基
本
給
又

は
決
ま
っ
て
毎
月
支
払
わ
れ
る
手

当
の
引
き
上
げ
に
よ
り
改
善
を
図

る
こ
と
」
が
要
件
で
す
。
要
件
を

満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
、
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
不
正
請
求
と
な

り
、
後
日
返
還
命
令
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

賃
金
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
労
使
の
確
認
合
意
の
な
い
ま

ま
、
経
営
側
が
一
方
的
に
決
め
て

実
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

（
労
基
法
第
2
条
「
労
働
条
件
の

決
定
原
則
」
）
。
手
当
て
等
支
給

の
回
答
が
得
ら
れ
た
組
合
は
、
そ

の
内
容
を
確
認
し
、
春
闘
に
お
け

る
賃
金
協
定
を
必
ず
締
結
し
ま
し

ょ
う
。

賃
金
格
差
な
く
す
報
酬
改
定

厚
労
省
の
令
和
4
年
度
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
か
ら
、
高
等
学

校
教
員
と
看
護
師
・
介
護
職
・
保

育
士
の
所
定
内
賃
金
に
は
、
依
然

と
し
て
格
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
他
産
業
と
の
大
き
な
賃

金
格
差
を
踏
ま
え
、
全
国
一
律
の

最
低
賃
金
制
度
の
実
現
で
賃
金
底

上
げ
を
図
り
、
医
療
・
介
護
労
働

者
の
社
会
的
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い

賃
金
水
準
を
保
証
す
る
報
酬
改
定

を
強
く
求
め
る
運
動
も
必
要
で

す
。

【
分
科
会
テ
ー
マ
】

①
コ
ロ
ナ
禍
の
実
態
を
ふ
ま
え
地
域
医
療
を
考
え
る

②
保
健
予
防
活
動
を
地
域
住
民
と
と
も
に

③
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
時
代
に
向
か
っ
て
、
看
護
の
力
を

確
信
す
る
の
は
今
！

④
切
れ
目
な
い
当
事
者
主
体
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の

改
善
を
目
指
し
て

⑤
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
も
の

⑥
患
者
の
た
め
の
臨
床
検
査

⑦
病
院
・
介
護
・
福
祉
施
設
に
お
け
る
給
食
の
現
状
と

職
場
環
境
改
善

⑧
職
場
の
安
全
衛
生
と
環
境
改
善

⑨
施
設
介
護

⑩
在
宅
介
護

⑪
コ
ロ
ナ
禍
の
放
射
線
業
務
の
実
態
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト

に
お
け
る
業
務
分
担
を
考
え
る

⑫
薬
と
社
会

⑬
わ
た
し
た
ち
が
大
切
に
し
た
い
保
育

⑭
動
く
分
科
会

震
災
被
災
地
見
学
（
先
着
４０
名
）

開
会
に
先
立
ち
、
全
国

組
合
協
議
会
の
前
園
む
つ

み
議
長
が
挨
拶
を
し
ま
し

た
。
挨
拶
で
は
、
「
私
た

ち
は
国
民
の
い
の
ち
を
守

る
た
め
、
医
療
従
事
者
と

し
て
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
作
れ
る
よ
う
た
た
か

っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
制
度
に
は
、
新

た
に
国
民
の
い
の
ち
を
危

険
に
さ
ら
す
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
反
対
運
動
も
す

す
め
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
危
険
性

学
習
会
の
講
師
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
反
対
連
絡

会
の
原
英
彦
事
務
局
長
で

し
た
。
原
さ
ん
は
、
政
府

や
財
界
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
推
し
進
め
る
狙

い
は
、
監
視
国
家
づ
く
り

と
企
業
利
益
に
個
人
情
報

を
結
び
つ
け
る
こ
と
だ
と

指
摘
。
さ
ら
に
個
人
情
報

が
ひ
と
た
び
流
出
す
れ
ば

無
制
限
に
拡
散
す
る
こ
と

と
な
り
、
復
元
・
回
収
は

不
可
能
に
近
い
と
も
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

不
公
平
は
す
で
に

岡
山
県
備
前
市
で
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
取

得
家
庭
は
子
育
て
支
援
対

象
外
に
、
群
馬
県
前
橋
市

で
は
タ
ク
シ
ー
券
を
廃
止

し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
限
定
、
利
用
者
2
万
人

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
誰
で
も
受
け

ら
れ
て
い
た
権
利
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

保
持
者
限
定
に
な
り
、

不
公
平
が
す
で
に
生
じ

て
い
る
と
原
さ
ん
は
話

し
ま
し
た
。

「
生
き
る
権
利
」

奪
う
な

要
求
課
題
と
し
て
原
さ

ん
は
、
医
療
や
社
会
保
障

・
福
祉
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

「
生
き
る
権
利
」
が
国
の

範
囲
内
で
保
障
さ
れ
、
儲

け
の
対
象
に
な
ら
な
い
人

た
ち
の「
生
き
る
権
利
」が

奪
わ
れ
な
い
よ
う
運
動
が

必
要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

閉
会
挨
拶
で
は
全
厚
労

の
松
尾
晃
書
記
長
か
ら
、

国
民
が
置
き
去
り
に
さ
れ

な
い
制
度
を
作
ら
せ
る
た

め
に
、
た
た
か
い
を
強
め

た
い
と
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

３
月
２６
日
、
全
国
組
合
協
議
会
学
習
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
４４
人
が
参
加
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
危
険
性
と
今
後
の
要
求
課
題
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

取得強制・
健康保険証廃
止反対署名に
取り組んでい
ます。署名用
紙や学習用資
材は下記より
ダウンロード
して下さい。

続
・
２３
春
闘

続
・
２３
春
闘

１８２組合に回答

（３月３１日時点）

基本給（定昇込）
平均５，１１４円（１．９６％）

3／9指名スト実施の神奈川・
横浜勤福協労組

3／9指名スト実施の北海道・
道東勤医協労組

第
50
回
医
療
研
究
全
国
集
会
in
山
形

第
50
回
医
療
研
究
全
国
集
会
in
山
形

参
加
申
込
受
付
＆
レ
ポ
ー
ト
募
集
始
ま
る

マイナンバーカードで
生きる権利を奪うな

講演する原英彦氏

分科会レポート
募集中
●締切５／２１迄

参加申込み方法
●医療研 WEB
サイトにて



2023年4月13日（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可医 療 労 働 者（毎月第2・4木曜日発行）第1800号（3）

国
民
平
和
大
行
進
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う

今
年
も
、5
月
6
日
、東
京「
夢

の
島
」
を
皮
切
り
に
、
全
国
各
地

か
ら
広
島
・
長
崎
に
む
け
て
国
民

平
和
大
行
進
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

1
9
5
8
年
の
第
1
回
平
和
行

進
（
広
島
―
東
京
1
0
0
0
㌔
平

和
行
進
）に
は
、日
本
の
核
武
装
の

動
き
に
反
対
し
て
約
10
万
人
（
沿

道
参
加
約
65
万
人
）
が
参
加
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
守
る
大
き

な
世
論
を
築
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

66
年
前
の
平
和
行
進
を
想
起
し
、

草
の
根
か
ら
の
世
論
の
力
で
戦
争

す
る
国
づ
く
り
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す

る
日
本
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
本
政
府
に
は
、
被
爆

国
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・

批
准
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
平
和
行
進
が
築
い
て
き
た

自
治
体
と
市
民
と
の
共
同
や
、
広

範
な
諸
団
体
と
も
連
帯
し
、
日
本

か
ら
世
界
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
2
0
2
3
年
国
民
平
和

大
行
進
は
、
「
歩
く
」
こ
と
を
基

本
に
、
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
い

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

各
々
の
フ
ラ
ッ
グ
を
持
ち
寄
ろ
う

各
県
医
労
連
、
各
単
組
・
支
部

で
、
①
参
加
で
き
る
日
時
・
コ
ー

ス
に
、
②
個
々
の
組
織
の
旗
や
、

こ
な
つ
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
を
持
ち

寄
り
、
仲
間
と
共
に
一
区
間
だ
け

で
も
行
進
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
程
・
コ
ー
ス
】

全
国
11
幹
線
コ
ー
ス
か
ら
、
被

爆
地
の
広
島
・
長
崎
を
め
ざ
し
ま

す▽
5
月
6
日

東
京
↓
広
島

▽
5
月
7
日

北
海
道
↓
東
京

（
4
コ
ー
ス
）

▽
5
月
7
日

和
歌
山
↓
広
島

▽
5
月
31
日

富
山
↓
広
島

▽
5
月
7
日

愛
媛
↓
広
島

▽
7
月
5
日

広
島
↓
長
崎

▽
6
月
20
日

宮
崎
↓
長
崎

▽
6
月
11
日

沖
縄
↓
長
崎

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
署
名
の
と
り
く
み
の
強

化
を「

命
あ
る
う
ち
に
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
」
と
の
被
爆
者
の
悲
願

を
実
現
す
る
た
め
、
平
和
行
進
と

合
わ
せ
て
、
「
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
る
署
名
」
の
取
り
組
み
も
強
め

ま
し
ょ
う
。

日本医労連青年協議会は、最低賃金
引上げを求める運動をさらに進め、全
国一律最低賃金制度の必要性を体験す
るため、最低賃金生活体験に取り組み
ます。積極的にエントリーお願いいた
します。（発１７０号）

1．実施期間
２０２３年５月８日（月）

～６月７日（水）の３１日間

2．すすめ方
地域最低賃金をもとに算出した月

額から、住居費や税社会保険料等の
固定費を差し引いた額で１カ月間生
活を行います。参加者は１カ月間限
られた金額をもとに、食費や交通費
などの支出を家計簿
フォームに記録しま
す。実施要項、参加者
共通の資料等は随時
アップいたします。

3．チャレンジャー募集
右ＱＲコードより

必要事項を入力し、
エントリーを行って
ください。

4．エントリー締め切り
最終 ２０２３年４月２１日（金）

5．エントリー後の流れ
エントリー締め切り後、登録アド

レスに家計簿入力用ＵＲＬと進め方
の案内を送ります。

行進の写真お寄せ下さい
行進の様子を日時・場所・

組合名・参加者数などメモを
添えて日本医労連本部までお
寄せください。
n-ask@irouren.or.jp

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
か
ら
丸
3

年
。
医
療
や
介
護
現
場
の
ひ
っ
迫

し
た
状
況
が
続
く
な
か
、
人
員
不

足
に
よ
っ
て
、
労
働
者
・
女
性
の

権
利
も
当
た
り
前
に
取
得
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
音
で
語
れ
な
い
胸
の
内
を
伝

え
、
共
感
す
る
仲
間
を
増
や
し
、

そ
こ
か
ら
見
え
る
現
場
の
状
況
を

労
働
組
合
ら
し
く
改
善
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
、
今
年
も
「
川
柳
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項

◆
応
募
方
法

「
応
募
用
紙
※
」に
記
入
の
う
え

メ
ー
ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
応
募

Ｆ
Ａ
Ｘ

03

―3875

―6270

メ
ー
ル

n-ask@irouren.or
.jp

◆
応
募
期
間

2
0
2
3
年
3
月
15
日

〜
5
月
31
日

◆
応
募
要
件

全
組
合
員
対
象
（
男
女
不
問
）

一
人
2
首
ま
で
（
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
審
査
基
準
と
な
り
ま
す
）

◆
発
表
の
場

日
本
医
労
連
第
73
回
定
期
大
会

の
補
助
組
織
・
女
性
協
発
言
の
中

で
発
表
い
た
し
ま
す
。

◆
表
彰

①
最
優
秀
作
品
賞
1
作
品

②
優
秀
作
品
賞
2
作
品

③
ブ
ロ
ッ
ク
賞

（
各
ブ
ロ
ッ
ク
1
作
品
）

◆
副
賞

ク
オ
カ
ー
ド

※
応
募
用
紙
等
詳
細
は
、
日
本
医

労
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
女
性
の
ペ

ー
ジ
」
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

（
発
1
3
8
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
か
ら

3
年
、
医
療
・
介
護
現
場
の
慢
性

的
な
人
員
不
足
が
報
道
等
を
通
じ

て
多
く
の
国
民
に
広
が
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
4
月
10
日
時
点
の

「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署
名
」

の
集
約
状
況
は
、
10
万
5
9
9
0

筆
と
、
ま
だ
ま
だ
目
標
に
は
遠
い

到
達
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
「
看
護
の
日
・
看

護
週
間
行
動
」
を
全
県
で
取
り
組

み
、
看
護
師
の
人
員
不
足
の
実
態

と
勤
務
環
境
改
善
の
必
要
性
を
全

国
各
地
で
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
世
論
形
成
と
と
も
に
署
名
を

し
っ
か
り
積
み
上
げ
、
大
幅
増
員

を
必
ず
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

取
り
組
み
期
間

5
月
12
日
の
看
護
の
日
を
中
心

と
し
た
看
護
週
間
（
5
月
7
日
〜

13
日
）

全
国
で
大
き
な

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
を

コ
ロ
ナ
渦
を
通
し
て
、
国
民
の

関
心
が
医
療
・
介
護
現
場
や
看
護

師
に
向
い
て
い
る
今
こ
そ
、
現
場

実
態
を
訴
え
、
世
論
化
し
、
運
動

を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
各
県
の
計
画
で
は
、
署
名

宣
伝
行
動
や
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行

動
、
学
習
会
、
県
要
請
、
記
者
会

見
な
ど
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

行
動
の
集
約

行
動
の
様
子
（
写
真
・
文
章
）

は
、
全
国
組
合
・
県
医
労
連
を
通

じ
て
本
部
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
医
労
連
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
や

機
関
紙
「
医
療
労
働
者
」
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
集
約
し
た
「
大
幅
増

員
・
夜
勤
改
善
署
名
」
は
す
み
や

か
に
医
労
連
本
部
に
郵
送
を
お
願

い
し
ま
す
。

4
月
1
日
よ
り
共
済
事
業
局

に
配
属
に
な
り
ま
し
た
阿
部
惟

士
で
す
。

趣
味
は
映
画
鑑
賞
と
サ
イ
ク

リ
ン
グ
で
す
。
以
前
は
民
医
連

に
加
盟
す
る
城
南
福
祉
医
療
協

会
で
9
年
間
働
い
て
い
ま
し

た
。
組
合
活
動
も
そ
こ
で
知

り
、
職
員
一
人
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
で
も
、
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
し
て
い

く
姿
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

私
の
友
達
の
職
場
に
は
組
合

が
あ
る
職
場
は
な
く
、
使
用
者

の
権
限
で
振
り
回
さ
れ
て
い
る

友
達
の
話
を
聞
く
た
び
に
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
使
用
者
に

要
求
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る

組
合
と
い
う
組
織
は
あ
り
が
た

い
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

今
後
は
共
済
を
通
じ
て
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
を
送
る
手
助
け
が
で
き
る
よ

う
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

書
記
局
員
紹
介

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

医
療
・
介
護
に
は
た
ら
く

み
ん
な
の
川
柳
募
集

広
島
・
長
崎
め
ざ
し

た

だ

し

阿
部

惟
士
さ
ん

２０２３年２０２３年

国
民
平
和
大
行
進

国
民
平
和
大
行
進

5
月
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ

昨年の日比谷公園の様子

全
国
で
声
あ
げ
よ
う

青
年
協

最
低
賃
金
生
活
体
験

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

今年も
やります

募
集
し
ま
す

女性協女性協

五
七
五
音
で
伝
え
よ
う

五
七
五
音
で
伝
え
よ
う
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「
不
払
い
労
働
一
掃
・
退
勤
実

態
調
査
」
は
、
総
対
話
型
の
組
織

拡
大
行
動
と
し
て
位
置
づ
け
、
組

合
加
入
に
結
び
つ
け
る
行
動
と
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
調
査
時
間

は
、
日
勤
終
了
時
間
か
ら
2
〜
3

時
間
程
度
と
し
、
聞
き
取
り
対
象

は
日
勤
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

ま
す
。

▼
実
施
期
間

2
0
2
2
年
9
月
か
ら

2
0
2
3
年
1
月
末
ま
で

▼
調
査
対
象
者

加
盟
組
合
の
組
合
員

職
場
の
労
働
者

▼
集
約
数

1
0
4
単
組
支
部

1
万
8
5
4
8
人

▼
有
効
回
答
数

1
万
8
3
8
4
人

﹇
調
査
結
果
概
要
﹈

所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
約

８
割
が
時
間
外
労
働

調
査
日
に
時
間
外
労
働
を
行
っ

た
人
は
、1
万
4
5
2
4
人
、79
・

0
％
。
始
業
時
間
前
の
み
4
0
8

8
人
、22
・
2
％
、終
業
時
間
後
の

み
2
1
8
3
人
、
11
・
9
％
、
始

業
時
間
前
と
終
業
時
間
後
の
両
方

8
2
5
3
人
、44
・
9
％
で
し
た
。

始
業
時
間
前
の
時
間
外
労
働

は
約
７
割

始
業
時
間
前
に
時
間
外
労
働
を

し
て
い
た
人
は
、
1
万
2
3
4
1

人
、67
・
1
％
で
し
た
。職
業
別
で

は
、「
看
護
職
員
」79
・
1
％
、
次

い
で
「
リ
ハ
ビ
リ
技
師
」
64
・
7

％
、「
医
師
」61
・
3
％
で
し
た
。

新
人
の
始
業
時
間
前
の
時
間

外
労
働
は
約
８
割
、
全
世
代

で
増
加

始
業
時
間
前
に
時
間
外
労
働
が

発
生
し
た
人
を
年
齢
別
に
み
る

と
、
「
24
歳
以
下
」
1
4
9
5
人
、

79
・
9
％
。
ま
た
「
60
歳
以
上
」

6
2
6
人
、
56
・
9
％
と
、
「
24

歳
以
下
」
「
60
歳
以
上
」
の
層
の

割
合
が
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
全
世
代
で

始
業
時
間
前
の
時
間
外
労
働
が
増

加
し
ま
し
た
。

終
業
時
間
後
の
時
間
外
労
働

は
６
割
弱

終
業
時
間
後
に
時
間
外
労
働
を

し
て
い
た
人
は
、1
万
4
3
6
人
、

56
・
8
％
で
し
た
。職
業
別
で
は
、

「
リ
ハ
ビ
リ
技
師
」が
最
も
多
く
68

・
3
％
、
次
い
で「
看
護
職
員
」63

・
8
％
、「
医
師
」62
・
4
％
と
い

ず
れ
も
増
加
し
ま
し
た
。
時
間
数

で
み
る
と「
一
時
間
以
上
」24
・
0

％
、「
二
時
間
以
上
」7
・
4
％
、「
三

時
間
以
上
」
2
・
0
％
で
し
た
。

休
憩
未
取
得
分
含
む
不
払
い

６
万
６
千
円
超
え

調
査
結
果
か
ら
始
業
時
間
前
・

終
業
時
間
後
の
時
間
外
労
働
・
休

憩
時
間
未
取
得
に
よ
る
未
払
賃
金

を
試
算
す
る
と
、
一
人
当
た
り
5

万
1
2
0
0
円
で
し
た
。
休
憩
未

取
得
に
よ
り
発
生
し
た
時
間
外
労

働
1
万
5
3
6
0
円
を
加
味
す
る

と
、
一
人
当
た
り
6
万
6
5
6
0

円
で
し
た
。
一
年
間
に
換
算
す
る

と
79
万
8
7
2
0
円
も
の
未
払
額

で
す
。
し
っ
か

り
請
求
す
れ
ば

家
族
4
人
で
4

泊
6
日
の
ハ
ワ

イ
旅
行
に
行
け

ま
す
。
（
Ｗ
ｅ

ｂ
調
べ
）

人
員
増
・
時
間
外
労
働
の
改

善
要
求
の
声
多
数

自
由
記
述
に
は
2
0
1
8
人
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。内
容
は
、

「
人
手
不
足
」2
4
3
人
、「
時
間
外

労
働
の
未
払
い
・
管
理
責
任
」
2

2
5
人
、「
休
憩
時
間
の
未
取
得
」

1
9
5
人
、「
始
業
時
間
前
時
間
外

労
働
の
請
求
・
明
確
化
」
1
7
4

人
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
業
務
過
多
・

心
身
の
不
調
」
67
人
、
「
年
休
が

取
り
づ
ら
い
」
29
人
な
ど
、
人
員

増
や
時
間
外
労
働
の
改
善
を
求
め

る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

人
間
ら
し
く
働
け
る
労
働
環

境
の
整
備
を

医
療
・
介
護
現
場
で
は
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
に
加
え
、
長
時
間

夜
勤
と
夜
勤
回
数
の
制
限
に
対
す

る
法
的
規
制
が
な
い
こ
と
も
原
因

と
な
り
、
離
職
者
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
従

事
者
の
過
酷
な
働
き
方
が
改
め
て

浮
き
彫
り
と
な
り
、
本
調
査
に
お

い
て
も
過
酷
な
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
使
用
者
の
労

働
時
間
管
理
の
徹
底
と
行
政
に
よ

る
監
督
監
査
の
強
化
、
長
時
間
労

働
や
夜
勤
回
数
、
短
す
ぎ
る
勤
務

間
隔
を
規
制
す
る
法
整
備
の
改
善

を
求
め
て
奮
闘
し
ま
す
。

日
本
医
労
連
は
２
０
２
２
年
秋
、
長
時
間
労
働
の
是
正
・
不
払
い

労
働
の
根
絶
を
目
的
に
全
国
一
斉
「
不
払
い
労
働
一
掃
・
退
勤
時
間

調
査
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
１０
月
を
集
中
月
間
と
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
す
る
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

新
歓
企
画
が
各
地
で
開
催

医
療
・
介
護
職
場
に
多

く
の
新
入
職
員
が
入
職
し

て
き
ま
し
た
。
全
国
各
地

で
、
労
働
組
合
の
新
人
歓

迎
企
画
に
多
く
の
新
人
が

参
加
し
、
新
し
い
仲
間
が

増
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
第
2
弾
・

第
3
弾
の
新
歓
企
画
で
、

労
働
組
合
に
新
人
を
迎
え

入
れ
ま
し
ょ
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
を

今
年
も
実
施
し
て
い
る

「
み
ん
な
の
助
け
あ
い
ア

ン
ケ
ー
ト
」
は
、
今
年
も

多
く
の
労
働
組
合
で
活
用

さ
れ
て
、
集
約
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届
い
て

い
ま
す
。
医
労
連
共
済
の

「
資
料
が
ほ
し
い
」
「
説

明
し
て
ほ
し
い
」
と
の
回

答
は
52
％
と
半
数
を
超
え

て
お
り
、
関
心
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り

活
用
し
て
、
労
働
組
合
・

医
労
連
共
済
へ
の
加
入
を

呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

新
人
に
も
医
労
連
共
済

ま
も
な
く
新
型
コ
ロ
ナ

も
第
5
類
に
位
置
づ
け
が

変
更
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
が
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
9
波
に

入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
人
に
も
病
気

休
業
の
備
え
に
な
る
医
労

連
共
済
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

1
8
6
8
年
の
明
治
維
新

か
ら
1
9
4
5
年
の
第
2
次

世
界
大
戦
の
終
結
ま
で
77

年
、
日
本
は
「
富
国
強
兵
」

を
か
か
げ
、
侵
略
と
戦
争
の

時
代
で
し
た
。

1
9
3
7
年
の
日
中
戦

争
、
1
9
4
1
年
の
真
珠
湾

攻
撃
を
皮
切
り
に
太
平
洋
戦

争
に
突
入
。
日
本
国
内
は
、

戦
争
推
進
の「
総
動
員
体
制
」

が
つ
く
ら
れ
、
人
権
は
著
し

く
抑
圧
さ
れ
、
戦
争
に
反
対

す
る
も
の
は
弾
圧
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
も
「
教
育
勅
語
」

を
頂
点
に
、
「
戦
争
す
る
た

め
の
人
づ
く
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
看
護
に
も
多
大
な

協
力
が
求
め
ら
れ
、
日
赤
の

看
護
婦
だ
け
で
も
、
約
3
万

3
千
人
が
動
員
さ
れ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
2
次
世
界
大
戦
終
戦
ま

で
の
15
年
間
で
日
本
人
の
死

者
は
、
軍
人
軍
属
な
ど
2
3

0
万
人
、
空
襲
な
ど
に
よ
る

国
内
の
民
間
人
50
万
人
と
、

多
数
が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
終
戦
後
、
日
本
は
、
た

く
さ
ん
の
犠
牲
者
を
出
し
た

戦
争
へ
の
反
省
と
、
二
度
と

戦
争
を
し
な
い
と
い
う
決
意

を
日
本
国
憲
法
に
記
し
、「
平

和
で
民
主
的
な
日
本
」
へ
の

歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

危
険
な
安
保
３
文
書

終
戦
か
ら
77
年
と
な
る
2

0
2
2
年
12
月
16
日
、
政
府

は
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」

な
ど
3
つ
の
文
書
「
安
全
保

障
3
文
書
」
（
以
下
、
安
保

3
文
書
）
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。
安
保
3
文
書
に
は
、

戦
争
に
つ
な
が
る
「
反
撃
能

力
」
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）

の
保
有
、
5
年
間
で
43
兆
円

の
大
軍
拡
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

軍
事
対
軍
事
の
悪
循
環

敵
基
地
攻
撃
能
力
と
は
、

文
字
通
り
、
敵
の
基
地
を
直

接
攻
撃
す
る
能
力
の
こ
と
で

す
。
相
手
国
が
ミ
サ
イ
ル
な

ど
を
発
射
す
る
前
の
段
階
で

「
攻
撃
に
着
手
し
た
」
と
み

な
し
て
攻
撃
す
る
こ
と
や
、

集
団
的
自
衛
権
の
も
と
で
、

日
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

他
国
に
対
す
る
攻
撃
を
行
っ

た
国
へ
の
攻
撃
も
含
ま
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
攻
撃
の
着
手
を
ど
う
判

断
す
る
の
か
、
実
際
は
相
手

国
や
国
際
社
会
か
ら
先
制
攻

撃
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い

危
険
が
あ
り
ま
す
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
、
平
和

憲
法
の
も
と
、「
専
守
防
衛
」

政
策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に

つ
い
て
は
、
自
衛
権
の
範
囲

と
し
つ
つ
も
、
周
辺
国
に
脅

威
を
与
え
る
兵
器
を
持
つ
こ

と
が
平
和
主
義
を
掲
げ
る
憲

法
の
趣
旨
に
反
す
る
と
、
認

め
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
軍

事
力
の
増
強
に
よ
る
軍
事
対

軍
事
の
悪
循
環
は
際
限
な
い

軍
拡
競
争
を
招
き
、
戦
争
へ

の
危
険
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

い
の
ち
と
暮
ら
し
が
犠

牲
に安

保
3
文
書
に
は
、
5
年

間
の
計
画
に
必
要
な
金
額
を

43
兆
円
と
し
、
そ
の
後
も
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
比
2

％
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
日
本
は
、米
国
、

中
国
に
次
ぐ
世
界
第
3
位
の

軍
事
費
大
国
と
な
り
ま
す
。

大
軍
拡
の
財
源
確
保
に
つ

い
て
、
歳
出
改
革
や
、
決
算

剰
余
金
の
活
用
、
税
外
収
入

を
活
用
す
る
「
防
衛
力
強
化

資
金
」
、
増
税
で
賄
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
税
外
収
入

に
は
、
国
立
病
院
機
構
と
地

域
医
療
機
能
推
進
機
構
の
積

立
金
の
前
倒
し
返
納
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
医
療
や
年

金
な
ど
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
財
源
を
防
衛
力

強
化
に
転
用
す
る
こ
と
を
到

底
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
歳
出
改
革

を
理
由
に
、
社
会
保
障
費
、

医
療
や
介
護
、
高
齢
者
対
策

な
ど
の
国
民
生
活
に
関
わ
る

予
算
を
削
減
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
医
労
連
は
、
悲
惨
な

戦
争
の
反
省
と
教
訓
か
ら
、

「
ふ
た
た
び
白
衣
を
戦
争
の

血
で
汚
さ
な
い
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
原
点
に
反
戦
・
平
和

を
運
動
し
て
き
ま
し
た
。
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
と
く
ら

し
を
支
え
る
医
療
・
介
護
労

働
者
と
し
て
、
確
信
を
も
っ

て
行
動
す
る
た
め
の
学
習
を

深
め
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
に
Ｎ
Ｏ
の
声
を
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

山
崎

世
理

月額月額月額

６６６

６６６

不
払
い

万

千
円
超
退
勤
時
間
調
査

退
勤
時
間
調
査

808080

1
年
間
で
約

万
円

反戦平和の誓い 戦争反対の声をあげよう

新歓企画で医労連共済を活用しよう


